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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年４月２８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

   委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２２年１０月２４日（日） １１時１０分ごろ 

発生場所 京浜港東京区京浜運河 

 東京都中央区晴海信号所から真方位２２８°２,２６０ｍ付近海上 

（概位 北緯３５°３７.９５′ 東経１３９°４５.２５′） 

事故調査の経過 平成２２年１１月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 水上オートバイ Ｈ Ｗ Ｐ
エイチダブリュピー

、０.２トン 

   ２３２－３８８０４千葉、株式会社人見防水 

   ２.９３ｍ（Lr）×１.１６ｍ×０.４４ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１４４.２０kＷ、平成１９年４月 

Ｂ 水上オートバイ うっちー号、０.１トン 

   ２４４－２１７４２千葉、個人所有 

   ２.８９ｍ（Lr）×１.１０ｍ×０.４６ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１０３.９０kＷ、平成１８年６月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ４１歳 

 特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２０年１２月１２日 

  免許証交付日 平成２０年１２月１２日 

           （平成２５年１２月１１日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ３７歳 

   二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成６年１月５日 

  免許証交付日 平成２１年６月２２日 

           （平成２６年６月２１日まで有効） 

 死傷者等 Ａ 負傷 １人（船長Ａ） 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部破損及び擦過痕 

Ｂ 左舷船首部擦過痕 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、仲間の水上オートバイ２隻（以下

「グループＡ」という。）と共に品川ふ頭及び大井ふ頭の西岸に沿って南北

方向に築造された京浜運河（以下「京浜運河」という。）の東側を南進して

いた。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、仲間の水上オートバイ４隻（以下
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「グループＢ」という。）と共に京浜運河の中央部寄りを北進していた。 

船長Ａは、グループＡの先頭に位置し、グループＢに注意を向けていた

とき、Ｂ船がＡ船に向けて右転してくることに気付いた。 

船長Ｂは、グループＢの最後部に位置し、京浜運河の西側を南進する別

の水上オートバイ（以下「第三船」という。）に注意を向けながら右転し、

船首方に目を向けたとき、船首方至近にＡ船を初めて視認した。 

両船は、平成２２年１０月２４日１１時１０分ごろ、京浜運河の東岸に

おいて、Ａ船右舷船首部とＢ船左舷船首部が衝突した。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北北東、風力 １、視界 良好 

その他の事項 京浜運河は、幅約１５０ｍ、長さ約６,４００ｍで、両岸に護岸が築造さ

れている。 

船長Ａ及び船長Ｂは、共に水上オートバイの操縦経験が豊富で、京浜運

河における航走経験もあった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は南進中、Ｂ船は北進中、京浜運河におい

て、両船が衝突したものと考えられる。 

船長Ｂは、右転した際、船首方至近にＡ船を初

めて視認したことから、右舷方の適切な見張りを

行っていなかったものと考えられる。 

船長Ｂは、右舷方の見張りを適切に行っていな

かったため、近距離からＡ船に向けて右転したも

のと考えられる。 

船長Ｂは、第三船と近距離で通過するおそれが

あったことから、第三船に注意を向けていた可能

性があると考えられる。 

原因  本事故は、京浜運河において、Ａ船が南進中、Ｂ船が北進中、船長Ｂ

が、右舷方の適切な見張りを行っていなかったため、近距離からＡ船に向

けて右転し、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




